
決定及び納入の告知を行っており、このうち 22人は障害基礎年金 69,398,330円、障害

厚生年金 11,435,993円、計 80,834,323円を完納していた（残る 3人は分割返納中等）。し

かし、同本省は、これら 22人が不正受給者であるにもかかわらず、通達等によること

なく、返納金が完納されたことによりその額が確定した
（注 3）

延滞金債権計 13,088,134円（障

害基礎年金分 11,587,054円、障害厚生年金分 1,501,080円）について、債権の管理をして

おらず、歳入の調査決定及び納入の告知をしていなかった。

（注 3） 残る 3人に係る延滞金の額は、返納金が完納された時に確定する。

したがって、同本省において、前記不正受給事案の発覚に伴って障害年金の裁定を取り

消した 42人のうち、17人に係る返納金 67,297,902円及び 22人に係る延滞金 13,088,134

円、計 80,386,036円について、会計法令等に基づく債権管理及び徴収の事務を適正に行っ

ておらず、不当と認められる。

このような事態が生じていたのは、同本省において、返納金及び延滞金に係る債権管理

及び徴収の事務について、会計法令等に基づき適正に行うことについての認識が十分でな

かったことなどによると認められる。

（113）添加物の安全性に関する試験等及び報告書作成の業務に係る請負契約において、契約

が履行期間内に履行されていないのに履行されたとする事実と異なる内容の関係書類

を作成するなどの不適正な会計経理を行い、代金を支払っていたもの

会計名及び科目 一般会計 （組織）厚生労働本省 （項）厚生労働本省

（項）食品等安全確保対策費

部 局 等 国立医薬品食品衛生研究所

契 約 名 国際的に汎用されている添加物（香料）の指定に向けた試験（90日間反

復投与毒性試験）等 62契約

契 約 の 概 要 添加物の安全性に関する試験等を行うものなど

契約の相手方 10公益法人

契 約 平成 16年 12月～20年 12月 契約 62件（随意契約 39件、一般競争

契約 23件）

契 約 額 592,570,855円（平成 16年度～20年度）

支 払 平成 17年 4月、18年 4月、19年 4月、20年 4月、21年 4月

不適正支払額 592,570,855円（平成 16年度～20年度）

1 添加物の安全性に関する試験等及び報告書作成の業務に係る会計経理の概要

国立医薬品食品衛生研究所（以下「研究所」という。）は、平成 16年度から 20年度までの間

に、添加物の安全性に関する試験や残留農薬の分析法開発等の業務を公益法人に請負契約に

より行わせている。研究所が作成した仕様書等によると、業務の内容は、添加物等に関する

情報収集及び試験等を実施し、報告書を作成、提出するものであり、それぞれ請負契約を締

結した日の属する年度内の定められた期限までに履行することとなっている。
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国が行う会計経理については、財政法（昭和 22年法律第 34号）、会計法（昭和 22年法律第 35

号）、予算決算及び会計令（昭和 22年勅令第 165号）等の会計法令等に基づき行うこととされて

いる。すなわち、会計法令等では、国の会計年度は毎年 4月 1日から翌年 3月 31日までと

定められており、各会計年度における経費は、原則として当該年度の歳入をもって支弁しな

ければならないとされている。また、歳出の会計年度の所属については、相手方の行為の完

了があった後交付するものはその支払をなすべき日の属する年度に所属するものとされてい

る。さらに、契約が履行された場合には、原則として、給付の完了を確認するために必要な

検査を行い、所定の検査調書を作成しなければならず、この検査調書に基づかなければ当該

契約の代金を支払うことができないなどとされている。

2 検査の結果

� 検査の観点、着眼点、対象及び方法

本院は、合規性等の観点から、契約が適正に履行されているか、会計経理が会計法令等

に従って適正に行われているかなどに着眼して、研究所が 16年度から 20年度までの間に

12公益法人と締結した 91契約、契約金額計 850,108,205円を対象に、契約書、検査調

書、報告書等の関係書類により会計実地検査を行った。

� 検査の結果

検査したところ、次のとおり適正とは認められない事態が見受けられた。

研究所は、上記の 91契約すべてについて、それぞれ業務が完了し履行期間内に適正に

履行されたとして、契約金額と同額の請負代金を支払っていた。

しかし、実際には、これらのうち 10公益法人
（注）

と締結した 62契約、契約金額計

592,570,855円については、履行期間内に業務が完了していないのに、業務の給付の完了

を確認するための検査等を適正に行わないまま、契約が履行期間内に適正に履行されたと

する事実と異なる検査調書を作成して、請負代金を支払っていた。そして、これらのう

ち、契約を締結した年度内に業務が完了していたと認められるものは 2契約、契約金額計

27,745,000円に過ぎず、残りの 60契約、契約金額計 564,825,855円については、業務が完

了したのは翌年度以降になっていた。この中には履行期限を 3年 9か月以上超えて業務が

完了しているものがあった。

（注） 10公益法人 財団法人化学物質評価研究機構（平成 22年 4月 1日以降は一般財団法人化

学物質評価研究機構）、財団法人残留農薬研究所、財団法人食品環境検査協会、財団

法人食品農医薬品安全性評価センター、財団法人食品薬品安全センター、財団法人畜

産生物科学安全研究所、財団法人日本食品化学研究振興財団、財団法人日本食品分析

センター、財団法人日本冷凍食品検査協会、社団法人日本食品衛生協会

上記の事態について、事例を示すと次のとおりである。

＜事例＞

研究所は、平成 20年 1月 25日に、「トランスジェニックマウス遺伝子突然変異試験
（注）

」につい

て、試験等を実施し、報告書を提出させることとして、公募による随意契約により、財団法人

食品農医薬品安全性評価センターに契約額 3,675,000円で請け負わせている。そして、研究所

は、本契約が履行期限である同年 3月 19日までに適正に履行されたとする検査調書を同月 25

日に作成し、請負代金を同年 4月 18日に支払っていた。
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しかし、試験の実施記録等によれば、同センターが試験に使用するトランスジェニックマウ

スを入手して試験を開始したのは履行期限を半年近く過ぎた同年 9月 12日であり、試験が終

了したのは 21年 1月 20日となっていて、報告書が研究所に提出されたのは同日以降であっ

た。

（注） トランスジェニックマウス遺伝子突然変異試験 既存添加物の安全性確認のため、トランス

ジェニックマウス（遺伝子を人為的に導入して作られたマウス）を用いて行う遺伝毒性試験

したがって、研究所において、上記のとおり、契約が履行期間内に履行されていないの

に履行されたとする事実と異なる内容の検査調書を作成するなどの不適正な会計経理を行

い、契約金額計 592,570,855円を支払っていたことは、不当と認められる。

このような事態が生じていたのは、研究所において、会計法令等を遵守することなどの

基本的な会計経理を適正に行う認識が欠如していたこと、厚生労働本省において、研究所

に対して、予算の執行に当たり会計法令等を遵守することなどの指導が十分でなかったこ

となどによると認められる。

（114）契約を締結せずに災害復旧に伴う工事を実施し、翌年度に架空の契約を締結してその

代金を当該工事の請負代金の支払に充てるなど不適正な会計経理を行っていたもの

会計名及び科目 一般会計 （組織）国立ハンセン病療養所

（項）国立ハンセン病療養所共通費

（項）国立ハンセン病療養所運営費

�
�
�
平成 19年度は、（項）国立ハンセン病療養所運営費

（項）国立ハンセン病療養所施設費

�
�
�

部 局 等 国立駿河療養所

契 約 名 国立駿河療養所老朽配管更新等整備工事等 22契約

契 約 の 概 要 災害復旧に伴い実施した工事等

契 約 金 額 計 286,808,787円（平成 19、21両年度）

契約の相手方 渡邊工業株式会社等 2社

不適正な会計経
理により支払わ
れた金額の計

286,808,787円（平成 19、21両年度）

1 会計経理等の概要

� 療養所の概要

国立駿河療養所（以下「療養所」という。）は、厚生労働省設置法（平成 11年法律第 97号）に

基づき設置された国立ハンセン病療養所であり、入所者に対して医療を行い、併せて医療

の向上に寄与することを目的とした業務を行っている。

� 災害復旧に伴う工事等の概要

療養所は、平成 19年 9月に発生した台風による集中豪雨により、療養所の各所におい

て倒木や土砂災害が発生したため、早急に災害復旧工事等を実施する必要があるとして、

法面補強工事、護岸保護工事等を実施している。
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